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市場機能の向上のための売買制度の見直しについて 

 

 

２０１９年１月３０日 

株式会社 名古屋証券取引所 

 

Ⅰ 趣旨 

今般、㈱東京証券取引所においては、昨今の株式市場を取り巻く環境の変化を踏まえ、市場の安定的な運営や信頼性を維持し、利用者のニーズに適

応すべく、売買制度の一部改善を図るため、株券等の立会取引に係る売買システムである arrowhead のバージョンアップを行う予定です。 

こうした状況を踏まえ、株券等の立会取引の売買システムに arrowhead を利用している当取引所においても、以下のとおり同様の見直しを行うこと

としました。 

具体的には、連続約定気配の改善によって急激な価格変動を抑制しやすくするとともに、大引けにおいて売買を成立させることができる値幅を現在

の 2倍にすることで、大引けの売買ニーズが高い状況においても、約定が成立しやすくする等の見直しを行うこととします。 

また、併せて米国株券を信用取引の委託保証金の代用有価証券として用いることへのニーズが顕在化してきたこと等を踏まえ、市場利用者の利便性

の向上を目的として、米国株券の代用有価証券への追加等の対応を行います。 

 

 

Ⅱ 概要 

項  目 内  容 備  考 

１．連続約定気配の改善 ・ 急激な価格変動を抑制するために、当取引所が認める時

間を経過するまでの間は、当取引所が適当と認める値幅

を超えて値動きしないこととします。 

 

・ 具体的には、連続約定気配の表示後、反対注文が到来し、

板寄せが成立した際に、基点となる約定が成立してから

1 分を経過するまでは、基点となる約定値段及びそれに

対する経過時間をクリアしないこととします。 

 

・ 連続約定気配の基点となる値段を、相場報道システムか

ら配信します。 

・ 基点となる約定値段を定め、そこから 1 分間以内に

特別気配の更新値幅の 2 倍を超えて価格が変動する

場合に、連続約定気配を表示する現在の運用に変更

はありません。 

 

 

 

 

 

・ 具体的には、FLEX Full 及び Full（WB）サービスに

よって配信します。 

資 料 １ 
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項  目 内  容 備  考 

２．大引けにおける約定成立機

会の向上 

 

・ 大引け（午後立会終了時の売買）の売買ニーズが高い状

況においても約定を成立しやすくするために、大引けに

おいて売買を成立させることができる値幅を特別気配

の更新値幅の2倍に拡大します。 

 

・ 大引けの板寄せを行うすべての銘柄に適用します。 

 

３．その他 

（１）米国株券の信用取引代用

有価証券への追加 

 

・ 以下の条件で、米国株券を信用取引における委託保証金

代用有価証券に追加します。 

 

ａ 対象 ・ 米国の金融商品取引所に上場されている外国株券等

とします。 

・ 米国 1934 年証券取引所法（Securities Exchange Act 

of 1934）第 6 条の規定により米国証券取引委員会

（U.S. Securities and Exchange Commission）に登

録されている金融商品取引所をいいます。 

・ 受託契約準則第26の2条第7号の外国株券等をいい

ます。 

ｂ 掛目 ・ 100 分の 60 とします。 ・ 後述する時価を当日 のものとする場合には、100 分

の 70 とします。 

ｃ 時価 

 

 

 

・ 時価は、前述の金融商品取引所における前日の最終価格

を、取引参加者が指定する時点における為替相場により

円貨に換算した価格とします。 

 

 

（２）代用外貨の導入 ・ 米国通貨（以下「米国ドル」という。）による信用取引

委託保証金の差入れも可能とします。 

・ 当社が規定する掛目を乗じ、取引参加者が指定する時点

における為替相場により円貨に換算し評価することと

します。 

・ 米国ドルの掛目は、100 分の 95 とします。 
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項  目 内  容 備  考 

（３）制度信用銘柄及び貸借銘

柄の選定に係る見直し 

・ 以下のとおり、制度信用銘柄及び貸借銘柄の選定・取消

要件について見直します 

※ ｂ 貸借銘柄の選定の項目以外は当取引所独自の改

正となります。 

ａ 制度信用銘柄の選定 ・ 制度信用銘柄の選定基準について、直前事業年度の末日

に債務超過の状態でないことを要件として追加します。 

・ ＥＴＦは除きます。 

ｂ 貸借銘柄の選定 ・ 新規上場銘柄の貸借銘柄への選定時期を、現行より 5営

業日繰り上げ、上場後最初の約定値段が決定された日か

ら起算して 6日目（休業日は除外）とします。 

・ 貸借銘柄の選定基準について、株券等における純資産に

係る要件を削除することとします。 

・ 他市場経由やテクニカル上場銘柄等を除きます。 

ｃ 制度信用銘柄及び貸借

銘柄の選定取消 

・ 制度信用銘柄及び貸借銘柄の選定取消基準について、直

前事業年度の末日に債務超過の状態であることを追加

します。 

・ ＥＴＦは除きます。 

ｄ その他 ・ その他所要の改正を行います。  

 

（４）立会外分売の見直し ・ 立会外分売は、発行会社による重要事実の開示後は、投

資家への周知等のため、10 営業日を経過するまでの間は

実施することができないこととしておりますが、投資者

による情報入手の迅速性・容易性の向上などを踏まえ

て、これを 5営業日に短縮します。 

 

 

 

Ⅲ 実施時期（予定） 

arrowhead のバージョンアップ（２０１９年１１月５日予定）に合わせて実施します。 

 ただし、３．その他については、（３）及び（４）は２０１９年４月１日を目途に、（１）及び（２）は２０１９年７月１６日を目途に実施します。 

 

以  上 



2019 年 1月 30 日 

㈱名古屋証券取引所 

 

２０１９年「名証上場企業交流会」の開催要領 

           － 名証「上場企業経営者」の相互懇親の場 

 

１．日 時   ２０１９年２月２１日（木） 午後４時３０分～ 
 
２．会 場   名古屋観光ホテル「那古の間」 
 
３．参加予定者 上場企業、取引参加者証券会社他 約２００社 
 
４．概要  

○午後４時３０分～ 講演会 
「走った距離は裏切らない」 

講演者 野口 みずき 氏 
アテネオリンピック 女子マラソン金メダリスト 

○午後５時２０分～ 感謝状贈呈式  
「個人投資家増加」部門・・・㈱ネクステージ 
「名証市場振興」部門・・・㈱オウケイウェイヴ 

 ㈱バルクホールディングス 
「Ｉ Ｒ 啓 発」部門・・・ジャパンマテリアル㈱ 

 
○午後５時４０分～ 懇親パーティー 

 
 

【過去開催の模様】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 
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